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〔論 壇〕

2004・ 明治大学勝負の年は 「和泉」から

和泉システム課長 山口 康夫

和泉キャンパスに新体育館が完成(1996年8月)し て以来、約10年 ぶりに新しい建物ができ

る。その建物は和泉新教育棟(仮 称)で 、地下1階 、地上7階 、鉄骨造、延床面積13,200㎡ の、

最新のマルチメディア設備をそろえたインテ リジェン トビルである。竣工は2005年2月 の予定で、

同年度の授業から使用される。

まだ、基本設計が承認された段階だが(2003年7月9日 現在=和 泉新教育棟建設委員会)、 こ

の建物には、和泉キャンパスの21世 紀における新しいリベラルアーツの方向性を決定づける要素が、

かなり含まれていると思う。それは今までの情報教育 ・視聴覚教育の枠組みを超えた授業(CALL

システム、e-learning、 遠隔授業等)が 展開されていく可能性である。さまざまな新しい

メディア機器 を多くの教員が有効活用し、高度情報化社会に適応 した和泉キャンパスにおける最新か

っ多様な教育が実施されていくことになる。

しかし、和泉新教育棟オープンの前の2004年 度は明治大学、とりわけ和泉キャンパスにとって

非常に重要な年度 となる。現状の施設 ・設備で、51年 ぶりの新学部開設(情 報コミュニケーション

学部=1953年 経営学部設置以来)と7講 時制の実施による新 しい授業展開を乗り切っていかなければ

ならないのである。また、この6月18日 に学部長会で承認された 「2004年 度教育研究年度計画

書の学長方針」に示されている 「基本方針」「和泉地区の教育 ・研究環境整備」「教養教育の確立」を

踏まえ、和泉委員会は長 ・中期計画書の中で 「和泉キャンパスの再生にむけてjと 題 し 「リベラルア

ーツの拠点に1」 をモッ トーに 「和泉キャンパスの再生プログラム」を10項 目に分け、詳細な説明

があり、「和泉キャンパスがキャンパスとしての特色と主体性を持つことが、『専門教育』を中心とし

た駿河台キャンパスとの有機的連携を創出し、大学全体の発展にっながっていく」と、和泉キャンパ

スの重要性を強く訴えている。

更に、教育の情報化については、「教育の情報化構想を練るためのプロジェク トグループ」が以前、

学長に答申した 「学生等利用者サイ ドに立った情報環境整備、教育 ・研究支援システムの構築等総合

的な教育の情報化構想」を、組織運営体制の整備等を含め 「内容を詰め、教務部委員会の下に置かれ

たWGに 諮って早急に結論を得たい」と、2004年 度同計画書の学長方針で示している。

これらの状況の中、情報システム事務部の一員として、関係諸機関と連携を密にし、大学全体にお

ける和泉キャンパスの位置付けを常に念頭に置きながら、諸施策にっいて迅速 ・的確に対応 していき

たい。
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